


町税収の推移

和木町の財政事情和木町の財政事情
　町の財政状況を皆さまに理解していただくため、平成22年９月定例議会で
認定された平成21年度の決算状況（一般会計）についてお知らせします。

平成 21年度決算　～一般会計～

収入 総額　4,506,117千円 支出 総額　4,464,543千円

町税
1,609,619
35.7%

人件費
689,040
15.4%

公債費
377,886
8.5%

扶助費
227,258
5.1%

投資的経費
1,223,883
27.4%物件費

644,501
14.4%

補助費等
425,417
9.5%

操出金
298,423
6.7%

その他
578,135
12.9%

地方譲与税等
146,263　3.2%

諸収入等
595,676
13.2%

繰越金
120,608
2.7%

使用料及び手数料
125,614
2.8%

国・県支出金
1,026,585
22.8%

地方債
500,900
11.1%

地方交付税
309,633
6.9%

依存財源  44.0％

自主財源  56.0％

（単位：千円） （単位：千円）

義務的経費

繰入金
71,219
1.6%

収入 支出

●上グラフ（収入）からわかるように、和木町では収入の多くを町税が占めています。これは、他の多くの

市町村が地方交付税等の依存財源に頼っていることに比べ、大きな特徴といえます。また、その町税の

税収の多くを法人からの税収が占めています。（下グラフ参照）しかし、近年の税収は年々減少してお

り、今後の経済動向に注視していく必要があります。

●上グラフ（支出）は、町の支出を「性質別」に表したものです。投資的経費が大きな比率を占めています

が、これは、和木中学校校舎の建替事業やコミュニティセンター改修事業等の影響によるものです。
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町の貯金の推移

町の借金の推移
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●上のグラフから、和木町では、平成16年度までは基金を取り崩して財政運営をしてきたことがよく

わかります。しかし、平成17年度に税収が飛躍的に伸びたため、多額の基金を積み立てることがで

き、基金残高は大きく回復しました。平成21年度においては、米軍再編交付金を活用して、芸術文

化やスポーツの振興を図るための財源として「地域振興事業助成基金」を新設しています。

●平成10年度にピークを迎えた借金残高（54億８千万円）は、平成18年度までは年々減少していまし

た。しかし、平成19年度のＪＲ和木駅開業、平成20～21年度の和木中学校校舎の建替事業等、大規

模事業が続いたため、借金の残高はここ数年は横ばい状態となっています。毎年約４億円程度の返

済をおこなっていますが、借金残高を減らすには、当該年度の借入額が返済額（元金）を下回らな

ければなりません。

※町の貯金は基金とよばれ、基金の取り崩し額は収入のうち繰入金に、
　積み立て額は支出のうち積立金に計上されています。

※財政調整基金とは
町税の減収や予期しない
災害の発生等による支出
の増加に対応するための
ものです

※町の借金借入額は地方債とよばれ、借金の返済額は公債費とよばれています。
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10
月
22
日
、
晴
天
の
中
、
関
ヶ
浜
２
丁
目

地
内
に
お
い
て
、
町
営
緑
ヶ
丘
住
宅
新
築
工

事
の
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
古
木

ま
ち
の
話
題

町
内
一
斉
清
掃
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た

　

10
月
17
日
、
町
内
全
域
で
一
斉
清
掃
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
早
朝
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多

く
の
住
民
の
方
が
清
掃
作
業
に
参
加
し
、
地

域
の
環
境
美
化
の
た
め
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

町
内
の
公
園
や
広
場
、
集
会
所
、
街
路
、

水
路
か
ら
、
雑
草
や
ご
み
、
泥
な
ど
２
ｔ
ト

ラ
ッ
ク
38
台
分
が
集
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
大
変
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
和
木
町
の
環
境
美
化

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
ち
の
話
題

町
営
緑
ヶ
丘
住
宅
新
築
工
事
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
る

ま
ち
の
話
題

錦
鱗
会
品
評
大
会
で
清
水
さ
ん
が
優
等
二
席

　

９
月
19
日
、
広
島
ビ
ッ
ク
ア
ー
チ
入
口
広

場
で
開
催
さ
れ
た
「
第
57
回
広
島
錦
鱗
会
品

評
大
会
」
に
お
い
て
、
清
水
正
雄
さ
ん
（
瀬

田
２
丁
目
）
が
優
等
二
席
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

清 水 正 雄 さん

ま
ち
の
話
題

楽
し
く
お
遊
戯　

元
気
に
か
け
�
こ　

幼
稚
園
運
動
会

　

10
月
２
日
、
幼
稚
園
運
動
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
も
と
、
５
歳
児

の
可
愛
ら
し
く
も
力
強
い
子
ど
も
太
鼓
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
ス
タ
ー
ト
。
そ
の
後
、

か
け
っ
こ
や
お
遊
戯
、
親
子
競
技
、
リ
レ

ー
な
ど
様
々
な
種
目
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
園
児
に
よ
る
「
ち
ょ
る
る
ダ

ン
ス
」
や
、
パ
ネ
ル
を
組
み
合
わ
せ
て
ち

ょ
る
る
の
絵
を
完
成
さ
せ
る
「
い
け
！
い

け
！
ち
ょ
る
る
」
な
ど
、
翌
年
に
迫
っ
た

山
口
国
体
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
と
な
る
競
技
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

町
長
を
は
じ
め
、
町
議
会
議
員
や
地
元
自
治

会
関
係
者
な
ど
、約
30
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

町
内
初
の
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
５
階

建
て
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
１
基
付
25
戸
の
町
営
住

宅
の
建
設
工
事
で
す
。
平
成
23
年
11
月
末
の

完
成
に
向
け
て
、
安
全
第
一
で
工
事
が
進
め

ら
れ
る
様
、
関
係
者
一
同
祈
願
し
ま
し
た
。

　

工
事
期
間
中
は
、
近
隣
住
民
の
皆
さ
ま
に

は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

「鍬入れ」を行う古木町長
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ま
ち
の
話
題

﹁
要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座
﹂
閉
校
式

　

10
月
３
日
、
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
、
平
成
22
年
度
要
約
筆
記
奉
仕
員

ま
ち
の
話
題

厚
生
功
労
者
表
彰

　

10
月
10
日
に
、
村
岡
ヤ
ヱ
子
さ
ん
が
、

満
90
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、
町
か
ら

長
寿
の
お
祝
い
と
し
て
表
彰
状
と
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
岡
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
は
十

分
に
気
を
付
け
て
、
い
つ
ま
で
も
長
生
き

し
て
く
だ
さ
い
。

※
今
年
度
、
90
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、

厚
生
功
労
者
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、

今
回
を
含
め
て
10
名
と
な
り
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

蜂
�
峯
ふ
れ
あ
い
市
場

　

9
月
25
日
、
26
日
の
２
日
間
、
蜂
ヶ
峯

総
合
公
園
管
理
棟
前
で
、
和
木
町
商
工
会

青
年
部
主
催
の
「
蜂
ヶ
峯
ふ
れ
あ
い
市
場
」

が
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
客
で
賑
わ
い
ま
し

た
。

　

公
園
管
理
棟
前
に
は
、
か
き
氷
・
わ
た

菓
子
な
ど
の
各
種
出
店
、
苗
・
鉢
も
の
の

販
売
、
畳
の
展
示
や
北
海
道
産
直
ス
ィ
ー

ト
コ
ー
ン
の
販
売
、
駐
車
場
に
は
25
の
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
出
店
。
そ
の
他
、
は

っ
ち
の
家
の
テ
ラ
ス
で
は
パ
ス
タ
料
理
が

振
る
舞
わ
れ
る
な
ど
、
両
日
と
も
多
彩
な

催
し
が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
野
菜
の
詰
め
放
題
で
は
、
開
始

前
か
ら
長
蛇
の
列
。
開
始
の
合
図
で
一
斉

に
〝
に
ん
じ
ん
〞
や
〝
き
ゅ
う
り
〞
を
手

に
取
り
、
上
手
に
詰
め
て
い
き
ま
し
た
。

養
成
講
座
（
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
）
の
閉
校
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
11
日
か
ら
、
１
日
６
時
間
、
９
回
に

わ
た
る
講
座
を
受
け
、
必
要
な
知
識
と
技
能

を
習
得
さ
れ
た
６
名
の
方
に
、
修
了
証
書
と

和
木
町
要
約
筆
記
奉
仕
員
証
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
後
の
要
約
筆
記
奉
仕
員
の
活
躍
に
よ

り
、
高
齢
者
の
引
き
こ
も
り
防
止
な
ど
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

要
約
筆
記
（
よ
う
や
く
ひ
っ
き
）
と
は
：
聴

覚
障
害
者
（
と
り
わ
け
中
途
失
聴
者
な
ど
、

第
１
言
語
を
手
話
と
し
な
い
方
）
へ
の
情
報

保
障
手
段
の
一
つ
で
、
話
し
て
い
る
内
容
を

要
約
し
、
文
字
と
し
て
伝
え
る
こ
と
を
い
い

ま
す
。 

ま
た
、
要
約
筆
記
作
業
に
従
事
す
る

通
訳
者
の
こ
と
を
要
約
筆
記
奉
仕
員
と
呼
び

ま
す
。

村岡ヤヱ子 さん

ま
ち
の
話
題

和
木
小
六
年
生
�町
の
美
化
奉
仕

　

10
月
15
日
、
和
木
小
六
年
生
73
名
が
町
営

山
の
手
住
宅
の
塀
に
書
か
れ
た
落
書
き
を
消

す
奉
仕
作
業
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

排
気
ガ
ス
や
埃
で
黒
ず
ん
だ
塀
に
書
か
れ

た
落
書
き
を
ブ
ラ
シ
で
こ
す
り
、
汗
と
埃
に

ま
み
れ
、
真
っ
黒
に
な
り
な
が
ら
一
生
懸
命

頑
張
り
、
白
く
明
る
い
塀
が
甦
り
ま
し
た
。

自
分
た
ち
の
手
で
和
木
町
か
ら
落
書
き
を
無

く
そ
う
と
い
う
決
意
で
取
り
組
ん
で
く
れ
ま

し
た
。
そ
の
活
動
に
近
所
の
大
人
の
方
も
共

感
し
、
水
や
ホ
ー
ス
を
持
ち
寄
り
手
伝
っ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
町
も
人
の
心
も
美
し
く

し
て
く
れ
た
和
木
小
児
童
た
ち
は
、
ま
さ
に

和
木
町
の
誇
り
で
す
。
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ま
ち
の
話
題

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
わ
き
あ
い
あ
い
苑
開
所
式

ま
ち
の
話
題

行
政
懇
談
会

　

９
月
29
日
、
文
化
会
館
で
行
政
懇
談
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
懇
談
会
は
、
町
内
全
23
地
区
の
自

治
会
長
と
、
古
木
町
長
を
は
じ
め
町
執
行

部
が
意
見
交
換
を
行
う
場
と
し
て
年
３
回

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

は
じ
め
に
町
か
ら
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
貸
与
事
業
の
申
請
状
況
、
国
勢
調
査
、

救
急
医
療
の
現
状
、
お
い
で
ま
せ
！
山
口

国
体
銃
剣
道
競
技
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
、
か

け
地
区
夜
間
通
行
止
め
等
、
11
項
目
に
つ

い
て
行
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
ア
イ
・

キ
ャ
ン
の
デ
ジ
タ
ル
放
送
、
栄
橋
の
架
け

替
え
工
事
に
つ
い
て
等
、
自
治
会
長
の
皆

さ
ん
と
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

「
平
山
郁
夫
展
」
閉
幕

　

10
月
11
日
に
、
約
２
千
人
の
入
館
を
い

た
だ
き
展
示
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

９
月
25
日
の
「
平
山
郁
夫
先
生
を
偲
ん

で
」
と
題
し
た
開
催
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
、
平
山
助
成
館
長
を
は
じ
め
平
山
郁

夫
美
術
館
職
員
２
名
と
北
田
広
島
市
大
教

授
に
、
幼
少
時
か
ら
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
探
訪

ま
で
の
足
跡
、
成
し
遂
げ
た
偉
大
な
画
業

に
つ
い
て
追
想
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
前
に
は
、
画
伯
と
親
交

の
深
か
っ
た
医
学
博
士
で
あ
り
、
著
名
な

二
胡
奏
者
で
あ
る
姜
暁
艶
さ
ん
が
駆
け
つ

け
、
慈
し
み
の
心
（
画
伯
の
心
）
が
世
界

に
響
く
よ
う
に
と
の
願
い
を
込
め
た
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

開
催
期
間
中
、
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
来

観
い
た
だ
き
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(

和
木
町
文
化
協
会)

　

９
月
30
日
、
社
会
福
祉
法
人
「
和
木
三

志
会
」
に
よ
り
、
瀬
田
４
丁
目
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
敷
地
内
に
新
設
さ
れ
た
、

認
知
症
対
応
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
わ
き

あ
い
あ
い
苑
」
の
開
所
式
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

和
木
三
志
会
の
木
村
理
事
長
は
「
入
居

者
が
家
庭
的
で
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
中

で
仲
良
く
交
流
で
き
、
自
分
の
家
の
よ
う

に
利
用
で
き
る
施
設
を
目
指
し
た
い
。」
と

話
さ
れ
、
上
岡
副
町
長
は
「
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
の
開
所
は
町
民
に
待
ち
望
ま
れ
て
い

た
も
の
で
、
ご
家
族
等
が
抱
え
て
お
ら
れ

た
悩
み
や
心
配
事
の
解
消
に
大
い
に
役
立

つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
施
設
の

機
能
を
生
か
す
こ
と
で
、
地
域
住
民
に
も

開
か
れ
た
、
福
祉
の
新
た
な
拠
点
と
な
る

こ
と
を
望
み
ま
す
。」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
、
鉄
筋
平
屋
約

2
2
0
㎡
で
定
員
９
名
。
各
自
に
個
室
が
用

意
さ
れ
て
お
り
、
10
月
１
日
か
ら
、
順
次
入

居
が
続
い
て
い
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
は
：
認
知
症
の
方
が
、

ス
タ
ッ
フ
や
少
人
数
の
入
居
者
と
と
も
に
落

ち
着
い
た
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
に
よ
り
、

認
知
症
の
進
行
を
穏
や
か
に
し
、
能
力
に
応

じ
て
自
立
し
た
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
支
援
す
る
た
め
の
施
設
で
す
。
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ま
ち
の
話
題

﹁
和
木
町
文
化
祭
﹂
開
催
中

　

10
月
14
日
か
ら
和
木
美
術
館
で
和
木
町

文
化
祭
展
示
会
が
開
幕
し
ま
し
た
。

　

第
一
週
目
は
、
華
道
の
部
で
し
た
。
今

年
は
新
し
い
趣
向
で
花
を
活
け
る
と
こ
ろ

か
ら
見
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

活
け
て
は
抜
き
、
切
っ
て
は
活
け
を
繰

り
返
し
、
色
合
い
や
形
の
バ
ラ
ン
ス
、
ま

た
三
日
後
の
日
曜
日
に
咲
く
事
を
想
定
し

な
が
ら
試
行
錯
誤
、
工
夫
を
重
ね
て
や
っ

と
最
高
の
作
品
に
な
る
過
程
を
見
学
す
る

事
が
で
き
ま
し
た
。
伝
統
あ
る
日
本
な
ら

で
は
の
文
化
が
継
承
さ
れ
て
き
た
歴
史
の

重
み
も
感
じ
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
先
人

の
真
似
か
ら
始
め
る
事
も
有
り
だ
な
。
と

い
う
作
品
も
あ
り
ま
し
た
。

　

11
月
７
日
の
芸
能
祭
と
共
に
、
展
示
会

は
14
日
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
沢
山

の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
和
木
町
文
化
協
会
）

和木中学校日曜参観
　平成22年11月1日（月）より、和木町役場
出張所の営業時間を

９時から16時
とさせていただきます。
　上記時間外の町税（料）の取り扱いは役場
会計室でいたします。
　（県税等の取り扱いはできません。）
　皆さまには、大変ご迷惑をおかけいたしま
すが何卒よろしくお願いいたします。

山口東農業協同組合和木支所からのお知らせ

　広報わきに掲載した写真を無料で差し上げ
ます。ご希望の方（写真に写っている本人ま
たはそのご家族）はご連絡ください。
問合せ　企画総務課（☎５２－２１３６）

掲載写真差し上げます

　あけぼの橋交差点から宮ノ下交差点までの舗装工
事を行います。
　工事期間中、皆さまには大変ご迷惑をおかけしま
すがご協力をお願いいたします。
　工事は１日につき250ｍ程度、片側ずつ順次施工
します。誘導員に従ってご通行願います。

■工事箇所　県道北中山岩国線（図参照）
■工事期間　11月15日～12月20日
　　　　　　　（8時30分～16時30分）
   　　　　　※施工は期間のうち10日程度です。
■施工業者　広田建設（株）
■問 合 せ　山口県岩国土木建築事務所 維持管理課
　　　　　　担当：紙川（☎２９－１５４１）
　　　　　　都市建設課　施設係
　　　　　　担当：藤岡（☎５２－２１９８）

役場前県道の舗装工事のお知らせ役場前県道の舗装工事のお知らせ役場前県道の舗装工事のお知らせ

　～ 地域の皆さまのお越しをお待ちしています ～
　新築の香りが残る教科教室型校舎で、真剣に勉強に取り
組む生徒たちの姿をご覧いただきますよう、ご案内します。
　多くの皆さまのお越しをお待ちしています。

【日　時】
11 月 21 日（日）　13 時 50 分～17 時

【日　程】
　　　　　　13 時 50 分～15 時 40 分
　　　　　　　5、6校時　総合的な学習の時間
　　　　　　　　1年生　職業に関する講話
　　　　　　　　2年生　職場体験学習の発表会
　　　　　　　　3年生　進路説明会　　
　授業参観はもちろん、掃除、学活、部活動などの様子も
ご覧ください。
※駐車場のご用意はできませんので、ご理解ください。

　～ 地域の皆さまのお越しをお待ちしています ～
　新築の香りが残る教科教室型校舎で、真剣に勉強に取り
組む生徒たちの姿をご覧いただきますよう、ご案内します。
　多くの皆さまのお越しをお待ちしています。

【日　時】
11 月 21 日（日）　13 時 50 分～17 時

【日　程】
　　　　　　13 時 50 分～15 時 40 分
　　　　　　　5、6校時　総合的な学習の時間
　　　　　　　　1年生　職業に関する講話
　　　　　　　　2年生　職場体験学習の発表会
　　　　　　　　3年生　進路説明会　　
　授業参観はもちろん、掃除、学活、部活動などの様子も
ご覧ください。
※駐車場のご用意はできませんので、ご理解ください。
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わ
き
あ
い
キ
ッ
ズ
の
外
あ
そ
び
・
昔
あ
そ
び
の

中
で
林
業
研
究
会
の
明
本
さ
ん
、
藤
岡
さ
ん
の
指

導
の
下
、「
里
山
教
室
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
９
月

８
日
は
、
瀬
田
遊
園
地
で
竹
ポ
ッ
ク
リ
、
竹
馬
、

竹
と
ん
ぼ
を
し
て
竹
に
親
し
み
ま
し
た
。
22
日
に

は
、
明
本
さ
ん
所
有
の
田
ん
ぼ
で
稲
刈
り
を
行
い

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
実
際
に
稲
を
刈
っ
た
り
、

束
ね
て
干
す
作
業
を
お
手
伝
い
し
た
り
し
ま
し
た
。

10
月
に
は
栗
拾
い
も
行
い
、
３
回
の
里
山
教
室
で
、

た
く
さ
ん
の
自
然
と
触
れ
合
い
な
が
ら
、
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

10
月
14
日
、
15
日
の
２
日
間
に
渡
り
、
山

口
県
セ
ミ
ナ
ー
パ
ー
ク
で
家
庭
教
育
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
養
成
講
座
（
第
２
回
）
が
開
催
さ
れ
、

和
木
町
母
子
保
健
推
進
協
議
会
の
方
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
、
子
育
て
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
る
と
共
に
、
現
代
的
課
題
に
も
対
応
で

き
る
家
庭
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
子
育
て
サ

ポ
ー
タ
ー
リ
ー
ダ
ー
）
を
養
成
し
、
市
町
に

お
け
る
家
庭
教
育
支
援
の
充
実
を
図
る
た
め

に
９
月
か
ら
11
月
の
間
に
計
３
回（
６
日
間
）

に
渡
っ
て
開
か
れ
ま
す
。

　

今
回
（
第
２
回
）
は
、
現
代
的
課
題
で
あ

る
薬
物
乱
用
防
止
、
ひ
き
こ
も
り
、
虐
待
、

情
報
モ
ラ
ル
等
へ
の
対
応
や
、
相
談
技
術
の

向
上
に
つ
い
て
で
し
た
。
和
木
町
か
ら
の
参

加
者
も
、
熱
心
に
意
見
交
換
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

こ
の
度
、
和
木
町
と
姉
妹
都
市
締
結
を
し
て
い

る
北
海
道
恵
庭
市
に
つ
い
て
、
広
く
和
木
町
民
の

皆
さ
ま
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
写
真
展
を
開

催
し
ま
す
。
こ
の
写
真
展
で
は
、
恵
庭
市
の
歴
史

を
明
治
か
ら
平
成
の
各
時
代
ご
と
に
写
真
パ
ネ
ル

で
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
、
お
気
軽
に
美
術
館
に
お
越
し

い
た
だ
き
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
展
示
期
間　

11
月
18
日
㈭
〜
28
日
㈰

　
　
　
　
　
　

10
時
〜
18
時

　
　
　
　
　
　

※
最
終
日
は
16
時
ま
で

◆
会
　
　
場　

和
木
美
術
館

◆
写
真
構
成　

明
治
・
大
正
・
昭
和
・
平
成
の

　
　
　
　
　
　

各
時
代
の
写
真
パ
ネ
ル
を
展
示

　
　
　
　
　
　

※
古
文
書（
移
民
関
係
）

◆
入
場
料　

無
料

◆
問
合
せ　

教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
53
ー
３
１
２
３
）

稲刈り 竹　馬

栗拾い
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第 12 回

図書館まつり
和木町立図書館

平成22年11月 21日（日）

第 12 回

図書館まつり
和木町立図書館

平成22年11月 21日（日）

国体花いっぱい運動より
先着　50名様に

花の鉢植えをプレゼント♪
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親
知
ら
ず
を
除
き
、
永
久
歯
が
生
え
そ
ろ

う
と
28
本
に
な
り
ま
す
。

　

冷
た
い
も
の
に
歯
が
し
み
た
り
、
歯
み
が

き
を
す
る
と
歯
茎
か
ら
血
が
に
じ
ん
だ
り
と

い
う
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
ご
飯
を
食
べ
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
「
大
変
だ
！
」
と
思
う
こ
と

は
な
い
で
す
よ
ね
。

　

私
た
ち
に
と
っ
て
大
切
な
の
は
「
ご
飯
を

噛
ん
で
、
飲
み
込
む
こ
と
が
で
き
る
か
」
と

い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

80
歳
ま
で
自
分
の
歯
を
20
本
以
上
保
つ
こ

と
を
目
標
に
し
て
い
る
「
８
０
２
０
運
動
」。

今
、
ま
さ
に
抜
け
そ
う
な
歯
が
あ
る
な
ど
の

問
題
が
な
く
ご
飯
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
80
歳
ま
で
20
本
の
歯
を
保
つ
こ
と
は
簡

単
な
の
で
は
？
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
80
歳
で
20
本
以
上
の
歯
を
保
っ
て
い
る

人
の
割
合
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
５

年
前
の
全
国
調
査
で
は
お
よ
そ
24
％
で
あ

り
、
自
分
の
歯
を
保
つ
こ
と
が
決
し
て
簡
単

で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
と
思
い
ま
す
。

　

年
齢
が
上
が
っ
て
も
自
分
の
歯
を
保
つ
秘

訣
と
は･･･

。「
む
し
歯
と
歯
周
病
を
予
防
す

る
こ
と
」
で
す
。
家
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
く
だ

さ
い
。歯
茎
か
ら
出
て
い
る
歯
の
部
分
が
家
、

歯
茎
が
土
台
で
す
。
む
し
歯
は
家
の
部
分
で

あ
る
歯
を
壊
し
て
し
ま
う
病
気
で
、
む
し
歯

を
放
置
し
て
お
く
と
歯
を
保
存
す
る
こ
と
が

難
し
く
な
り
ま
す
。
歯
周
病
は
土
台
で
あ
る

歯
茎
を
く
ず
し
て
し
ま
う
病
気
で
、
土
台
が

く
ず
れ
る
と
も
ち
ろ
ん
家
を
保
っ
て
お
く
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
む
し
歯
も
歯
周
病
も
口

の
中
に
い
る
細
菌
が
増
殖
す
る
こ
と
で
起
こ

り
ま
す
が
、
歯
み
が
き
で
そ
の
増
殖
を
抑
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
家
も
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

を
し
な
け
れ
ば
朽
ち
る
の
が
早
い
で
す
よ

ね
。
１
日
に
１
回
は
１
本
１
本
の
歯
垢
を
丁

寧
に
落
と
す
イ
メ
ー
ジ
で
歯
み
が
き
を
し
ま

し
ょ
う
。

　

11
月
８
日
は
「
い
い
歯
の
日
」
で
す
。
最

後
に
歯
科
を
受
診
し
た
の
は
い
つ
で
す
か
？

80
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
で
お
い
し
い
ご

飯
を
食
べ
ら
れ
る
よ
う
、
半
年
に
１
回
を
目

安
に
歯
の
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
ち
ょ
っ
と
小
話

　

よ
く
噛
む
こ
と
で
次
の
８
つ
の
い
い
こ
と

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

①
肥
満
を
防
ぐ
②
味
覚
の
発
達
を
促
す
③
発

音
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
④
脳
の
働
き
を
活
発

に
す
る
⑤
歯
の
病
気
を
防
ぎ
、
口
臭
を
少
な

く
す
る
⑥
が
ん
を
防
ぐ
⑦
胃
腸
の
働
き
を
促

進
す
る
⑧
全
身
の
体
力
向
上
と
ス
ト
レ
ス
解

消
　

や
は
り
、
し
っ

か
り
噛
め
る
歯
を

長
く
保
ち
た
い
で

す
ね
。

あ
な
た
の
歯
は
何
本
あ
り
ま
す
か
？

9

①健康体操
日　時　１１月１９日（金）　１０時～１１時３０分
内　容　『楽しい健康体操』
準　備　動きやすい服装・室内シューズ・タオル・バスタオル・お茶
申込み　１１月１７日（水）まで　　
②ヨガ
日　時　１２月１７日（金）　１０時～１１時３０分
内　容　『ヨガを楽しむ』
準　備　動きやすい服装・室内シューズ・タオル・バスタオル・お茶
申込み　１２月１０日（金）まで　
①②ともに会場および問合せ先は

保健相談センター（☎5２－７２９０）

元気アップ教室元気アップ教室元気アップ教室

鮭の香りソテー（材料４人分）

小麦粉………………大さじ3
サラダ油……………大さじ1
白ネギ……………………90g
ピーマン…………………40g
しょうが…………………30g
ごま油………………小さじ1
しょうゆ……………大さじ1
赤唐辛子…………………1本

作り方
　①下準備
鮭…塩、こしょうで下味をつける。
白ネギ・ピーマン・しょうが…細いせん切りに
して、水にさらしておく。
赤唐辛子…小口切りにする。

　②フライパンで焼く
①の鮭に小麦粉をまぶす。フライパンにサラダ
油を熱し、両面を焼き、皿に盛る。同じフライ
パンにⓐを加え、中火で煮立てる。

　③盛り付ける
皿に盛った鮭の上に白ネギ・ピーマン・しょう
がをのせて熱々のⓐをかける。

（１人分エネルギー１８５キロカロリー）

　おすすめメニューはアイ・キャンでも放送してい
ます。ご覧ください。

主食・主菜・副菜をそろえて、バランスのよい献
立にしましょう。

（和木町食生活改善推進協議会　３班）

鮭………………………4切
塩………………小さじ 1/6
こしょう………………少々

○a



新型インフルエンザ予防接種
の費用免除事業

（11月16日～12月15日）
行　　事 場　　所受付時間対　　　　　象月日（曜）

プレイルーム
元気アップ教室
プレイルーム

すくすく計測・相談会
健康相談

プレイルーム
健康相談

プレイルーム
健康相談

1歳6ヵ月児健診
3歳児健診

乳幼児とその保護者の方
一般の方

乳幼児とその保護者の方

一般の方
乳幼児とその保護者の方

一般の方
乳幼児とその保護者の方

一般の方
平成21年5月～6月生まれ
平成19年11月～12月生まれ

10：00～15：00
10：00～11：30
10：00～15：00
13：30～14：30
10：00～10：30
10：00～15：00
10：00～10：30
10：00～15：00
10：00～10：30

12：45～13：00

保健相談センター

体育センター
保健相談センター
体育センター
保健相談センター
体育センター

保健相談センター

11月18日㈭
19日㈮

25日㈭

29日㈪
12月2日㈭

3日㈮
9日㈭

15日㈬

　町内の満６５歳以上の方を対象に、季節性に新型を
含む新型インフルエンザ予防接種を実施します。
実施期間　２月２８日（月）まで
実施医療機関　木村医院・中村クリニック
※町外の医療機関にて接種を希望される場合は、事前
に保健相談センターにお問合せください。
対象者　和木町に住民票がある満６５歳以上の希望者
※６０歳以上６５歳未満の方でも、心臓、腎臓または
呼吸器の機能障害で身体障害者手帳１級程度の障害
のある人、またはヒト免疫不全ウイルスにより免疫
の機能に日常生活が不可能な程度の障害のある人は
接種できます。
自己負担額　１,０５０円
※自己負担免除の対象者及び必要な証明書【証明書発
行窓口】
①生活保護世帯・・生活保護証明書【保健福祉課】
②町民税非課税世帯・・同一世帯全員分の平成２２年
度非課税証明書【税務課】
問合せ　保健相談センター（☎５２－７２９０）

高齢者新型インフルエンザ
予防接種のお知らせ

　「和木町健やか安心事業」として、中学３年生と高校
３年生を対象に、季節性に新型を含む新型インフルエ
ンザ予防接種の費用を助成します。
接種期間　２月２８日（月）まで
指定医療機関　木村医院・中村クリニック
対象者　和木町に住民票がある中学３年生と高校３年

生の希望者
助成回数　１人１回まで
申込み　保健相談センターに備え付けてある申請書に必

要事項を記入し、接種券の交付を受けてくださ
い。申請時、印かんが必要です。

問合せ　保健相談センター（☎５２－７２９０）

インフルエンザ予防接種のお知らせ

高齢者新型インフルエンザ
予防接種のお知らせ

インフルエンザ予防接種のお知らせ

　２２年度の乳がん検診を申込まれた方には、受診券
つき通知書を配布しています。平成２３年３月３１日
までが受診券の有効期限です。受けそびれないように
２月末までに、医療機関で検診を受けてください。（検
査可能な医療機関は、通知書に記載）　受診するときは、
必ず受診券を持参してください。自己負担は米軍再編
に伴う、空母艦載機の移転計画による再編交付金が交
付される間は無料です。

乳がん検診はお早めに

　生活保護世帯及び町県民税非課税世帯の方は、接種
費用の免除を受けることができます。
対　象　６５歳未満の生活保護世帯及び町県民税非課
税世帯
期　間　平成２３年２月２８日（月）までの接種
方　法　医療機関の窓口に証明書（接種者ごとに必要）
を提出
証明書発行窓口　
①生活保護世帯…生活保護証明書【保健福祉課】
②町県民税非課税世帯…同一世帯全員分の平成２２年
度非課税証明書【税務課】

　非課税証明書は手数料２００円。平成２２年１月１
日以後に和木町に転入された方は、前住所地で取得し
てください。
医療機関　
　山口県内の医療機関、大竹市の一部医療機関
※大竹市の医療機関で接種される場合は、事前に保健
相談センターにご相談ください。

※既に接種し費用を全額支払った場合は、保健相談セ
ンターにて接種費用の返還を申請することができま
す。申請には証明書・領収書・接種済証・印かんが
必要です。

問合せ　保健相談センター（☎５２－７２９０）

新型インフルエンザ予防接種
の費用免除事業

乳がん検診はお早めに

新型インフルエンザ予防接種
の費用免除事業

10



　

総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
員

が
、
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望
を

広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞
き
す
る
「
行
政
相

談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

日　

時
▼
11
月
18
日
㈭

　
　
　
　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

場　

所
・
問
合
せ
▼
町
民
相
談
室

（
☎
52
ー
１
６
１
６
）

※
町
民
相
談
は
、
毎
週
火
・
木
曜
日
に
右
記

の
場
所
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

普
段
、
お
困
り
の
こ
と
や
、
悩
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
社
会
福
祉
協

議
会
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
52
ー
８
６
４
４
）

●
心
の
健
康
・
認
知
症
相
談

日　

時
▼
毎
月
第
２
金
曜
日

　
　
　
　

14
時
〜
16
時

●
ス
ト
レ
ス
相
談

日　

時
▼
毎
月
第
１
・
３
火
曜
日

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　

所
▼
い
ず
れ
も
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
管
内
各
地

問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
29
ー
１
５
２
５
）

　

教
育
委
員
会
で
は
、
い
じ
め
や
不
登
校
な

ど
で
困
っ
て
い
る
、
発
育
や
発
達
が
気
に
な

る
な
ど
、
お
子
さ
ま
の
教
育
上
の
悩
み
に
つ

い
て
お
応
え
す
る
た
め
に
、
臨
床
心
理
士
に

よ
る
面
接
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対　

象
▼
小
・
中
学
生
及
び
そ
の
保
護
者

　
　
　
　

幼
稚
園
・
学
校
関
係
教
職
員

　
　
　
　

幼
児
を
も
つ
保
護
者

日　

時
▼
12
月
10
日
㈮
　

14
時
〜
17
時

場　

所
▼
文
化
会
館
２
階
商
工
指
導
室

申
込
み
・
問
合
せ
▼
教
育
委
員
会
【
福
屋
】

（
☎
53
ー
３
１
２
３
）

※
前
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化
週
間

　

配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
職

場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
と
い
っ
た
、
女
性
を

め
ぐ
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
、「
女
性
の
人

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
に
よ
る
電
話
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　

お
悩
み
を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
、
こ
の

機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

実
施
期
間
▼
11
月
15
日
㈪
〜
21
日
㈰

受
付
時
間
▼
８
時
30
分
〜
19
時

（
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
は
10
時
〜
17
時
）

相
談
電
話
番
号
▼０

５
７
０
ー
０
７
０
ー
８
１
０

問
合
せ
▼
山
口
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

（
☎
O
８
３
ー
９
２
２
ー
２
２
９
５
）

行

政

相

談

和
木
町
「
面
接
相
談
」

法
務
局
無
料
人
権
相
談

精
神
保
健
相
談

特
設
人
権
相
談
所

11
月
は
子
ど
も
虐
待
防
止
推
進
月
間

心
配
ご
と
相
談

11

見
す
ご
す
な　

幼
い
子
ど
も
の　

Ｓ
Ｏ
Ｓ

　

児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談
件
数
は
、
年
々

増
加
し
て
お
り
、
特
に
子
ど
も
の
命
が
奪
わ

れ
る
な
ど
、
重
大
な
事
件
も
跡
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
全
国
的
に

「
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
展

開
さ
れ
ま
す
。

○「
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
」
に
は
・
・
・

・
子
ど
も
の
虐
待
の
現
状
を
広
く
知
ら
せ
る

・
子
ど
も
の
虐
待
を
防
止
す
る

・
虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
が
幸
福
に
な
れ
る

よ
う
に

と
い
う
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
児
童

虐
待
問
題
に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め
、
児
童

虐
待
の
発
生
予
防
や
早
期
発
見
に
努
め
ま
し

ょ
う
。

■
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
児
童
虐
待
防
止
全
国
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
運
動
事
務
局
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.orangeribbon.jp/

日　

時
▼
11
月
４
日
㈭
、
12
月
６
日
㈪

　
　
　
　

13
時
〜
16
時

場　

所
▼
文
化
会
館
　

講
習
室

相
談
員
▼
和
木
町
人
権
擁
護
委
員

相
談
内
容
▼
家
庭
内
で
の
悩
み
や
も
め
ご

と
、
相
続
や
遺
言
に
関
す
る
こ
と
、
金
銭
の

賃
借
、
借
地
借
家
の
問
題
、
近
隣
間
の
も
め

ご
と
な
ど
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（
☎
52
ー
２
１
９
５
）

各
種
お
知
ら
せ

貸
付
対
象
▼
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
備

え
て
い
る
中
小
企
業
勤
労
者

（1）
県
内
に
居
住
し
、
同
一
事
業
所
に
１

年
以
上
勤
務
し
て
い
る
方

（2）
市
町
税
を
完
納
し
て
い
る
方

（3）
資
金
使
途
が
明
確
な
方

貸
付
条
件
▼

償
還
方
法
▼
元
利
均
等
月
賦
償
還
（
元

金
償
還
額
の
30
％
以
内
で
の
ボ
ー
ナ
ス

併
用
可
）

債
務
保
証
▼
㈳
日
本
労
働
者
信
用
基
金

協
会
の
債
務
保
証
（
要
保
証
料
）

申
込
先
▼
中
国
労
働
金
庫
（
貸
付
け
に

当
た
っ
て
は
、
中
国
労
働
金
庫
の
審
査

が
あ
り
ま
す
。）

問
合
せ
▼
県
労
働
政
策
課

（
☎
O
８
３
ー
９
３
３
ー
３
２
１
０
）

山
口
県
・
市
町
中
小
企
業
勤
労
者

小
口
資
金
貸
付
制
度

資　金　名 貸付
利率

貸付
期間

貸付
限定額

大学教育資金 年
2.0％

10年
以内300万円

育 児・介 護
休 業 資 金

年
2.0％

10年
以内100万円

冠 婚 葬 祭・
療 養 資 金

年
2.0％

10年
以内100万円

生活向上資金 年
2.0％

10年
以内100万円

災 害 資 金 年
2.0％

10年
以内100万円



年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
及
び
住
民

税
の
申
告
に
お
い
て
、
全
額
が
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添

付
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

対　

象
▼
平
成
22
年
１
月
１
日
〜
12
月
31
日

ま
で
に
納
め
た
保
険
料

送
付
時
期
▼

①
平
成
22
年
１
月
１
日
〜
９
月
30
日
ま
で
の

間
に
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た

方
・
・
・
平
成
22
年
10
月
下
旬
〜
11
月
上
旬

に
送
付
予
定

②
平
成
22
年
10
月
１
日
〜
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
今
年
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

さ
れ
た
方
・
・
・
平
成
23
年
１
月
下
旬
に
送

付
予
定

　

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
場
合
も
、
ご
本
人
の
社
会
保
険
料

控
除
に
加
え
る
こ
と
が
出
来
ま
す
の
で
、
ご

家
族
あ
て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付

の
う
え
、
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
電
話
番
号

（
☎
０
５
７
０
ー
０
７
０
ー
１
１
７
）

受
付
期
間
▼
平
成
22
年
11
月
１
日
㈪

　
　
　
　
　

〜
平
成
23
年
３
月
15
日
㈫

受
付
時
間
▼

①
月
曜
日
　

８
時
30
分
〜
19
時

②
火
〜
金
曜
日
　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

③
第
２
土
曜
日
の
み 

９
時
30
分
〜
16
時

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
！
最
低
賃
金

　

和
木
町
で
は
町
内
に
お
住
ま
い
の
高
齢
者

の
方
に
対
し
、
敬
老
の
意
を
表
し
、
あ
わ
せ

て
福
祉
を
増
進
す
る
た
め
に
敬
老
金
を
給
付

し
て
い
ま
す
。

　

各
地
区
の
民
生
委
員
が
敬
老
金
給
付
手
続

き
の
た
め
、
お
宅
へ
伺
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

対
象
者
▼
満
75
歳
（
昭
和
10
年
４
月
１
日
か

ら
昭
和
11
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
方
）
以
上

の
方
で
、
和
木
町
に
１
年
以
上
居
住
し
て
い

る
方

支
給
額
▼

（
平
成
22
年
10
月
〜
平
成
23
年
３
月
分
）

75
歳
〜
80
歳
未
満
　

１
２
，
０
０
０
円

80
歳
以
上
　

１
８
，
０
０
０
円

支
払
方
法
▼
原
則
、
登
録
い
た
だ
い
て
い
る

金
融
機
関
口
座
へ
の
振
込
み

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（
☎
52
ー
２
１
９
５
）

　

最
低
賃
金
制
度
と
は
、
最
低
賃
金
法
に
基

づ
き
国
が
賃
金
の
最
低
限
度
を
定
め
、
使
用

者
は
、
そ
の
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
労

働
者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る

制
度
で
す
。

山
口
県
最
低
賃
金
▼
６
８
１
円
／
時
間

※
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
雇
用
形
態

や
呼
称
の
如
何
を
問
わ
ず
す
べ
て
の
労
働

者
と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
▼
厚
生
労
働
省
山
口
労
働
局

（
☎
０
８
３
ー
９
９
５
ー
０
３
７
２
）

●
納
税
表
彰
式

日　

時
▼
11
月
11
日
㈭
　

10
時
〜

場　

所
▼
岩
国
税
務
署
３
階
会
議
室

●
献
血
（
岩
国
法
人
会
と
の
協
賛
）

日　

時
▼
11
月
12
日
㈮

　
　
　
　

10
時
〜
15
時
30
分

場　

所
▼
岩
国
税
務
署
駐
車
場

●
税
の
無
料
相
談

（
中
国
税
理
士
会
岩
国
支
部
）

日　

時
▼
11
月
12
日
㈮

　
　
　
　

10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時

場　

所
▼
フ
ジ
グ
ラ
ン
岩
国
店
６
階

●
租
税
作
品
展（
小
中
高
生
の
習
字
・
作
文
）

　

小
・
中
・
高
生
か
ら
応
募
の
あ
っ
た

税
に
関
す
る
習
字
や
作
文
の
優
秀
作
品

を
展
示
し
ま
す
。

期　

間
▼
11
月
12
日
㈮
〜
17
日
㈬

場　

所
▼
フ
ジ
グ
ラ
ン
岩
国
店
７
階

●
年
末
調
整
説
明
会

　

説
明
会
で
は
、
事
前
に
郵
送
い
た
し

ま
す
「
年
末
調
整
の
し
か
た
」
及
び
「
給

与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
等
の
法
定
調
書

の
作
成
と
提
出
の
手
引
」
な
ど
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
用
い
て
説
明
し
ま
す
の

で
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
周
東
文
化
会
館
パ
ス
ト
ラ
ル
ホ
ー
ル

日　

時
▼
11
月
24
日
㈬
　

14
時
〜
16
時

■
岩
国
市
民
会
館

日　

時
▼
11
月
26
日
㈮
　

14
時
〜
16
時

問
合
せ
▼
岩
国
税
務
署

（
☎
22
ー
０
１
１
１
）

11
月
11
日
㈭
〜
17
日
㈬

は
税
を
考
え
る
週
間

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
発
行
さ
れ
ま
す
！

敬
老
金
の
給
付
手
続
き
の
た
め

民
生
委
員
が
お
伺
い
し
ま
す
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相
続
ま
た
は
贈
与
等
に
係
る
生
命
保
険
契
約

や
損
害
保
険
契
約
等
に
基
づ
く
年
金
の
税
務

上
の
取
扱
い
の
変
更
に
つ
い
て

　

こ
の
度
、
遺
族
の
方
が
年
金
と
し
て
受
給

す
る
生
命
保
険
金
の
う
ち
、
相
続
税
の
課
税

対
象
と
な
っ
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
所
得
税

の
課
税
対
象
に
な
ら
な
い
と
す
る
最
高
裁
判

所
の
判
決
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の

よ
う
な
年
金
に
係
る
税
務
上
の
取
扱
い
を
改

め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
17
年
分
か
ら
平

成
21
年
分
ま
で
の
各
年
分
に
つ
い
て
、
所
得

税
が
納
め
す
ぎ
と
な
っ
て
い
る
方
に
つ
き
ま

し
て
は
、
そ
の
納
め
す
ぎ
と
な
っ
て
い
る
所

得
税
が
還
付
と
な
り
ま
す
。

　

お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
必
要
な
手

続
き（
更
正
の
請
求
ま
た
は
確
定
申
告
な
ど
）

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

こ
の
取
扱
い
の
対
象
と
な
る
方
や
所
得
税

の
還
付
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
国
税
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w
.nta.go.jp

）
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

※
平
成
17
年
分
に
つ
い
て
、
早
い
方
は
平
成

22
年
12
年
末
が
還
付
で
き
る
期
限
と
な
り

ま
す
の
で
、
早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
受
け
取
ら
れ
た
年
金
の
受
給
権
が
相
続
税

や
贈
与
税
の
課
税
対
象
と
な
る
場
合
は
、

実
際
に
相
続
税
や
贈
与
税
の
納
税
額
が
生

じ
な
か
っ
た
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。



開
催
日
▼
11
月
６
日
㈯
〜
７
日
㈰

開
催
場
所
▼
各
市
町
村
朝
市
会
場
（
山
口
、

広
島
の
県
境
付
近
の
市
町
村
）

実
施
内
容
▼
野
菜
・
特
産
品
の
販
売
、
体
験

交
流
、
バ
ザ
ー
、
バ
ス
ツ
ア
ー
、
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
等

※
６
日
㈯
は
、
和
木
駅
も
会
場
と
な
り
、
い

ろ
い
ろ
な
団
体
に
よ
る
新
鮮
な
野
菜
等
の

販
売
が
行
わ
れ
ま
す
。（
９
時
〜
売
切
れ

ま
で
）

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

（
☎
52
ー
２
１
９
４
）

応
募
資
格
▼
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子
で

中
学
校
卒
業
者
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
の
前

期
課
程
修
了
者
（
平
成
23
年
３
月
に
中
学
校

卒
業
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程
修

了
見
込
み
の
方
を
含
む
）

受
付
期
間
▼

◆
推
薦
　

平
成
22
年
11
月
１
日
㈪

　
　
　
　
　

〜
平
成
23
年
１
月
６
日
㈭

◆
一
般
　

平
成
22
年
11
月
１
日
㈪

　
　
　
　
　

〜
平
成
23
年
１
月
７
日
㈮

試
験
日
▼

◆
推
薦
　

平
成
23
年
１
月
15
日
㈯
か
ら
17
日

㈪
ま
で
の
間
の
指
定
す
る
１
日

◆
一
般
　

平
成
23
年
１
月
22
日
㈯

待　

遇
▼
高
等
学
校
の
普
通
科
と
同
等
の
教

育
を
受
け
、
併
せ
て
技
術
的
な
識
能
を
有
す

る
陸
曹
と
し
て
必
要
な
各
種
技
術
の
専
門
教

育
、防
衛
基
礎
学
や
各
種
訓
練
を
受
け
ま
す
。

提
携
す
る
通
信
制
高
等
学
校
に
入
学
し
、
生

徒
課
程
修
了
時
に
は
高
校
卒
業
資
格
を
取
得

で
き
ま
す
。身
分
は
特
別
職
国
家
公
務
員（
生

徒
）
で
、
手
当
の
支
給
を
受
け
な
が
ら
高
等

学
校
教
育
等
を
受
け
る
制
度
で
す
。

問
合
せ
▼
自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部
　

岩

国
地
域
事
務
所
（
☎
23
ー
１
５
８
０
）

　

今
年
度
の
被
爆
者
定
期
健
康
診
断（
下
期
）

を
左
記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

実
施
期
間
▼
11
月
１
日
㈪
〜
30
日
㈫

対
象
者
▼
被
爆
者
の
方
、
被
爆
二
世
の
方

実
施
場
所
▼
指
定
さ
れ
た
医
療
機
関

※
詳
し
く
は
、
山
口
県
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
医
療
機
関
に
は
、
予
約
の
要
否
、
時
間
帯

等
を
事
前
に
確
認
の
う
え
、
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

持
参
物
▼

◆
被
爆
者
の
方

①
被
爆
者
健
康
手
帳
ま
た
は
健
康
診
断
受
診

者
証

②
健
康
保
険
証

◆
被
爆
二
世
の
方

①
被
爆
二
世
健
康
診
断
記
録
票

②
印
か
ん

③
健
康
保
険
証

費　

用
▼
原
則
、
自
己
負
担
な
し

問
合
せ
▼
山
口
県
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
岩
国
環
境
保
健
所
）
地
域
保
健
班

（
☎
29
ー
１
５
２
３
）

ル
ー
ラ
ル
県
境
フ
ェ
ス
タ

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
募
集
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期　

間
▼
11
月
９
日
㈫
〜
15
日
㈪

全
国
統
一
標
語

『「
消
し
た
か
な
」
あ
な
た
を
守
る
合
言
葉
』

　

岩
国
地
区
消
防
組
合
で
は
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
火
災

の
早
期
発
見
、
早
期
避
難
に
役
立
つ
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
次
の
７
つ
の
項
目
を
実
施
し
て
火

災
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

住
宅
防
火　

命
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離

れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き

は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
す
る
。

○
寝
具
や
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災

を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住

宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る

た
め
に
、隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

　

事
業
主
の
皆
さ
ま
、
労
働
保
険
（
労
災
保

険
・
雇
用
保
険
）
の
加
入
手
続
き
は
お
済
み

で
す
か
？

　

労
災
保
険
は
、
労
働
者
が
業
務
上
の
事
由

ま
た
は
通
勤
に
よ
っ
て
負
傷
し
た
り
、
病
気

に
見
舞
わ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
不
幸
に
も
死

亡
さ
れ
た
場
合
に
被
災
労
働
者
や
遺
族
を
保

護
す
る
た
め
必
要
な
保
険
給
付
を
行
う
も
の

で
す
。

　

雇
用
保
険
は
、
労
働
者
が
失
業
し
た
場
合

及
び
労
働
者
に
つ
い
て
雇
用
の
継
続
が
困
難

と
な
る
事
由
が
生
じ
た
場
合
に
、
労
働
者
の

生
活
及
び
雇
用
の
安
定
を
図
る
と
と
も
に
、

再
就
職
を
促
進
す
る
た
め
必
要
な
給
付
を
行

う
も
の
で
す
。
ま
た
、
失
業
の
予
防
、
労
働

者
の
能
力
開
発
及
び
向
上
そ
の
他
労
働
者
の

福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
の
事
業
も
行
っ
て

い
ま
す
。

問
合
せ
▼
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国

（
☎
21
ー
３
２
８
１
）

　

長
時
間
労
働
（
過
労
死
に
つ
な
が
る
過
重

労
働
）、
残
業
代
の
不
払
い
（
サ
ー
ビ
ス
残

業
）、
長
時
間
労
働
に
よ
る
健
康
障
害
、
な

ど
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日　

時
▼
11
月
６
日
㈯
　

９
時
〜
17
時

相
談
電
話
番
号
▼０

１
２
０
ー
７
９
４
ー
７
１
３

費　

用
▼
無
料

問
合
せ
▼
山
口
労
働
局
労
働
基
準
部

（
☎
０
８
３
ー
９
９
５
ー
０
３
７
０
）

被
爆
者
・
被
爆
二
世

定
期
健
康
診
断（
下
期
）



木造住宅の耐震診断・耐震改修補助制度
　貴重な水資源の有効利用を図り、道路陥没等
の二次災害を防止することを目的として、和木
地区に埋設されている水道管の水漏れを発見す
るため、道路や宅地内（メータ付近）で漏水調
査を岩国市水道局が実施します。調査はお客様
の土地に入らなければできない作業となります
のでご協力をお願いします。また、期間中は器
具を使用し道路上を歩きながらの夜間調査も行
います。

●各戸の止水栓やメータ付近を音聴調査します。
●調査員は従事者証及び腕章を携帯しています。
●調査期間
　　平成 22 年 11 月 8 日～平成 23 年 2 月 25 日
問合せ　
　都市建設課　水道係（☎52－2198）
　岩国市水道局工務課（☎22－1198）

漏水調査について
　地震による住宅の倒壊などの被害を未然に防ぐため、
耐震診断及び耐震改修に要する費用の一部を補助しま
す。
補助対象　町内にある住宅で、昭和56年 5月 31日以前
に着工され、階数が 3以下の木造住宅
補助条件　所有者が町税を滞納していないなど（詳し
くは、事前にお問合せください。）
募集の概要　
◆耐震診断
　募集戸数　　３戸
　補助限度額　４万円
◆耐震改修
　募集戸数　　２戸
　補助限度額　60 万円
※耐震改修を行うためには、事前に耐震診断が必要と
なります。
申込み　随時受け付けています。
問合せ　都市建設課　管理係（☎52－2197）

木造住宅の耐震診断・耐震改修補助制度

申込資格
　　現に自ら居住するために住宅を必要とする方（住宅に困窮している方）
　　現に同居し、または同居しようとする親族のある方
　　入居しようとする家族全員の収入の合計が収入基準の範囲内にある方

（例）給与所得者 1 名で扶養家族が 3 名の場合、当該世帯全員の所得の合計が、3,036,000円以内で
あれば収入基準範囲内です。（小学校未就学前の子どもがいる世帯や、心身に障害のある方
がいる世帯等は、収入基準が緩和される場合があります。詳しくはお問合せください。）

　　原則として、町内に居住する連帯保証人 2名のある方
　　現在、公営住宅に居住していない方（県営、他市町村営住宅含む）
　　地方税等の滞納がない方（入居者全員）
入居可能日　平成 22 年 12 月～
提出書類　入居申込書、所得証明書（和木町役場で取得する場合は課税証明書）、住民票等
入居者決定方法　入居申込者数が募集戸数を上回った場合、入居資格を有する申込者の中から公開抽選に

より入居者を決定します。
申込み・問合せ　都市建設課　住宅係（☎52－2197）

（1）
（2）
（3）

（4）
（5）
（6）

■申込期間　11 月 1 日㈪～15 日㈪　　　　　■抽選会　≪日時≫11 月 26 日㈮　14 時～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≪場所≫役場３階会議室

■住　　所　和木２丁目２番５号　山の手第５棟（２階）
■構　　造　鉄筋コンクリート造　３階建
■募集戸数　１戸
■間 取 り　３ＤＫ（69.4 ㎡）
■家 賃 額　25,400 円～49,900 円（所得により決定）
■共 益 費　約 2,000 円
■駐 車 場　１台

町営山の手住宅　入居者募集町営山の手住宅　入居者募集町営山の手住宅　入居者募集
入居募集住宅概要
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201
2 年

再開予定

文
和木小学校

農園

ミニ農園

和木町
体育センター
和木町
体育センター

至和木町役場
　　↓
至和木町役場
　　↓

至大和橋至大和橋

山口銀行
和木支店

→

関ヶ浜二丁目
集会所

関ヶ浜
下水ポンプ場

せきや商店
消防
車庫

緑ヶ丘住宅

関ヶ浜一丁目

対 象 者　町内在住の方で今まで入園されていない方
入園期間　平成 23 年４月１日～平成 24 年３月末日（５年間の延長可）
募集期間　11 月１日（月）～30 日（火）
申込方法　住民サービス課の所定の様式により申込んでください。
　　　　　なお、申込者多数の場合は抽選により入園者を決定します。
問 合 せ　住民サービス課（☎５２－２１９４）

ミニ農園ミニ農園

岩国基地民間空港岩国基地民間空港

　2012 年度開港（再開）予定の岩国基地民間空港の知名度を高めるとともに、空港を身近で親しみ
あるものとし、多くの皆さまにご利用いただけるような愛称を募集します。空港の愛称は、今後展開
する空港のＰＲ活動などに統一的に活用していきます。

募集期間　10月１日（金）～11月19日（金）
（当日消印有効）

※FAXもしくはメールでのご応募の場合は当日必着
（24時まで）
応募方法　はがき、ＦＡＸまたはメールに右記の必
要事項を記入のうえ、下記応募先にお送りください。
応募先・問合せ　
〒740－8585
山口県岩国市今津町１丁目14－51
岩国市総合政策部民間空港推進課内
岩国基地民間空港利用促進協議会「愛称募集係」宛
（☎29－5010　　24－4209）
Eメール：minkuu@city.iwakuni.yamaguchi.jp

【必要事項】
①愛称名（ふりがな）、②愛称の簡単な説明、③氏名
（ふりがな）、④年齢（応募時）、⑤性別、⑥郵便番
号、⑦住所、⑧職業・学校名（学年）、⑨電話番号

【応募作品の取扱い及び注意事項】
◆応募作品の著作権等に関することは、応募者の責
任とします。
◆採用作品の著作権は、岩国基地民間空港利用促進
協議会に帰属します。
◆作品が採用された方の氏名、住所（市町村名の
み）、年齢は公表いたします。

【副　　賞】
◆最優秀賞（１点）　地元産品３万円相当
◆優秀賞（２点）　　地元産品１万円相当

　町では、農作業による生産の喜びを多くの皆さんに体験していただき、自然との

ふれあいを実感していただけるように、ミニ農園の入園者を募集します。

場 　 所　関ヶ浜１丁目２０８－２，３，７
募集区画　９区画
面 　 積　７５㎡／区画
入 園 料　７，２００円／年

場 　 所　和木１丁目３１７－１
募集区画　７区画　
面 　 積　２４㎡／区画
入 園 料　３，３００円／年

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼
▼

関ヶ浜１丁目 和木１丁目
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①平成18年５月31日以前に本町に建築された「持ち家」に
　住まわれている方
　（ただし、借家及びアパート等の共同住宅に居住する方は対象外となります。
　大家さんから申請をしていただくようになります。）

②町営住宅に住まわれている方
和木町が行いますので、申請等の手続きは必要ありません。
設置の期間につきましては、平成22年10月初旬～12月末頃を予定としています。

③平成18年５月31日以前に本町に建築された「貸し家」を所有している方
　＝和木町内に貸家を所有していれば、町外在住の方でも対象となります。

　「消防法」及び「岩国地区火災予防条例」により「住宅用火災警報器」の設置が義務化
されています。住宅用火災警報器はあなたと家族の命を守るためのものです。
　ぜひ、この機会を利用して設置しましょう。

住宅用火災警報器の貸与を受けるためには、申請が必要です。
対象となる方は、印かんをお持ちのうえ、企画総務課（役場2階）で申請をしてくだ
さい。
申請の期限：平成２２年１２月末まで

早めの申請をお願いします。

事業の対象となる方

平成23年5月31日までに全ての住宅への設置が義務付け

詳細については、企画総務課消防係までお問合せください。
（☎ 52-2136　内線307）

住宅用火災警報器の設置は法律で義務化されています

申請が必要です

引換券をお持ちの方へ重要なお知らせ

　申請後、「引換券」がお手元に届いた方は、同封してある業者一覧表の

業者に必ず電話連絡をしてください。

　業者に電話連絡をしないと火災警報器は取り付けられません。
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●
退
職
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

　

会
社
な
ど
を
退
職
し
て
、
国
保
に
加
入
し
た
方
と
そ
の
被

扶
養
者
は
「
退
職
者
医
療
制
度
」
に
該
当
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　

該
当
者
の
医
療
費
は
、
会
社
な
ど
の
健
康
保
険
か
ら
支
払

わ
れ
ま
す
の
で
、和
木
町
国
保
の
負
担
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

必
ず
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
に
な
る
方
▼

次
の
ど
ち
ら
に
も
あ
て
は
ま
る
方
と
そ
の
被
扶
養
者
。

1.
　

65
歳
未
満
で
国
保
に
加
入
し
て
い
る
方

2.
　

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
な
ど
か
ら
年
金
を
受
け
ら
れ
る

方
で
、
そ
の
加
入
期
間
が
20
年
以
上
ま
た
は
40
歳
以
降

に
10
年
以
上
あ
る
方

届
出
に
必
要
な
も
の
▼

1.
　

被
保
険
者
証

2.
　

年
金
証
書

3.
　

印
か
ん

　

「
国
民
健
康
保
険
退
職
被
保
険
者
証
（
黄
緑
色
）」
に
切
り

替
え
ま
す
。

　

自
己
負
担
割
合
な
ど
は
、
一
般
の
国
保
と
同
じ
で
す
。

●
重
複
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う

重
複
受
診
と
は

・
同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と
で
す
。

重
複
受
診
を
す
る
と

・
検
査
や
注
射
、
薬
の
重
複
に
よ
り
、
副
作
用
で
体
に
負
担

を
あ
た
え
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

・
初
診
料
や
検
査
料
な
ど
が
重
複
し
、
医
療
費
の
増
加
に
つ

な
が
り
ま
す
。

重
複
受
診
を
防
ぐ
た
め

・
か
か
り
つ
け
医
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

・
専
門
医
の
診
察
が
必
要
な
場
合
は
、
か
か
り
つ
け
の
医
師

に
相
談
し
、
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

※

医
療
費
は
、皆
さ
ん
の
保
険
料
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
２
１
９
５
）

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
方
へ

●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●こちら、地域包

括支援センターです

●●
　地域包括支援センターは、高齢者の皆さんが住みなれた町で安心して暮らしていけるように、
さまざまな面から高齢者の皆さまやご家族を支えています。
　しかし、町民の皆さまには、なじみが薄いのではないでしょうか？
　今月からシリーズで、地域包括支援センターの紹介をいたします。

：平成２０年４月から、役場１階の保健福
祉課内に設置されています。

：どこにあるの？

：保健師、社会福祉士、ケアマネージャー
の３人が活動しています。互いに連携を
とりながら「チーム」として総合的に高
齢者の皆さまを支えています。

：どんな人が働いているの？

いつまでも住み慣れた地域で
暮らせるよう、介護予防のた
めの助言や指導をします。

高齢者虐待の防止や悪質な訪問
販売など、高齢者の権利擁護に
ついての相談をします。

各事業所ケアマネージャーへ
の指導、助言や関係機関との
調整を行います。

：①介護予防事業を進めます
介護が必要な状態になることを防ぎ、また、
介護が必要な人でも、できるだけ体の機能を
改善するために、一人ひとりの状態に合わせ
たサービスの利用計画を作成します。

　②さまざまな相談に応じます
高齢者の介護や福祉・保健・医療の悩みにつ
いて相談を受け、必要な介護予防サービスな
どを紹介します。

　③地域のつながりを強めます
高齢者が暮らしやすい地域づくりのために、
医療機関、介護サービス事業者その他の関係
機関との連携体制作りを進めます。

　④高齢者の権利を守ります
地域のつながりを強めて、高齢者虐待の防止
や、認知症により自分自身の財産などを管理
できない人の支援を行います。

　⑤「転ばぬ先のちえ教室」や講演会など、
さまざまな行事を開催しています。皆さ
まのお越しをお待ちしています。

：どんな仕事をしているの？

困ったことは、なんでもご相談ください。

保健師保健師

社会福祉士社会福祉士

ケアマネージャーケアマネージャー 問合せ　地域包括支援センター（☎５２－２１９６）
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山口国体和木町実行委員会事務局
〒 740 － 0061
　和木町和木２丁目１－１
　文化会館２階（ 54－ 0031）
　　　　　　　　　（ 54－ 0032）

銃 剣 道 競 技 会

本大会　会期：平成23年10月7日（金）～9日（日）　会場：和木中学校体育館

第66回 国民体育大会

入
場
行
進

（
山
口
県
選
手
団
）

銃
剣
道
演
武

（
右
：
三
浦
隆
さ
ん
）

　来年度開催される山口国体をさらに盛り上げるため、イ
メージシングチームを立ち上げました。現在、仲間は 13 人、
毎週月・水曜日の 19 時から約２時間程度練習をしています。
　今後、様々なイベントでＰＲ活動を行っていく予定です。
私たちのチームでは、新たな仲間を募集しています。年齢
不問！未経験者も大歓迎！楽しく踊って、心地よい汗を流
しましょう。
問合せ　和木町国体実行委員会事務局（☎5４－００３１）

55

仲間を
　　  募集！！

仲間を
　　  募集！！

仲間を
　　  募集！！

司
　
　
会
▼
三
浦
さ
ん
は
、
か
つ
て
国
体
に

出
場
さ
れ
た
そ
う
で
す
が

三
浦
さ
ん
▼
昭
和
40
年
、
第
20
回
大
会
（
岐

阜
国
体
）
に
準
硬
式
野
球
の
投
手
と
し
て
出

場
し
ま
し
た
。
当
時
、
山
陽
パ
ル
プ
（
現
：

日
本
製
紙
）
の
野
球
部
に
所
属
し
て
お
り
、

中
国
大
会
を
勝
ち
抜
き
、
県
代
表（
地
区
代
表
）

と
な
り
ま
し
た
。
結
果
は
残
念
な
が
ら
１
回

戦
で
敗
退
し
ま
し
た
が
、
全
国
各
地
方
の
代

表
戦
で
し
た
の
で
、
ベ
ス
ト
８
と
同
等
の
結

果
で
す
。

司
　
　
会
▼
特
に
思
い
出
に
残
っ
て
い
る
こ

と
は

三
浦
さ
ん
▼
45
年
前
の
こ
と
な
の
で
、
思
い

出
せ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
特
に
印
象

に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
開
催
地
の
方
々
の

歓
迎
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
の
記
念
品
で
す
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
た
方
と
の
面
識
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
温
か
い
応
援
の
言
葉
に
大
変
感

激
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
の
小
・
中
学
生

が
応
援
団
と
し
て
賑
や
か
に
会
場
を
盛
り
上

げ
て
く
れ
た
こ
と
も
、
と
て
も
記
憶
に
残
っ

て
い
ま
す
。

司
　
　
会
▼
お
父
さ
ん
（
隆
さ
ん
）
が
銃
剣

道
を
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
が

三
浦
さ
ん
▼
戦
前
、
陸
軍
士
官
学
校
に
在
籍

し
て
い
た
頃
か
ら
銃
剣
道
を
し
て
い
ま
し
た
。

27
歳
で
終
戦
を
迎
え
、
会
社
務
め
を
し
な
が

ら
、
柔
道
と
銃
剣
道
を
し
て
お
り
、
い
ず
れ

も
最
高
段
位
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
あ
ま
り

銃
剣
道
の
こ
と
を
話
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
選
手
の
方
々
が
多
く
来
ら
れ
て
い
た

こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。

司
　
　
会
▼
全
国
大
会
で
優
勝
さ
れ
た
そ
う

で
す
が

三
浦
さ
ん
▼
当
時
、
銃
剣
道
は
国
体
種
目
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
全
国
大
会
に
出

場
し
、
そ
こ
で
活
躍
し
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、

晩
年
は
、
選
手
の
育
成
と
競
技
の
発
展
に
も

尽
力
し
、
範
士
８
段
（
最
高
の
称
号
・
段
位
）

を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
来
年
の
本
大
会
が
成

功
し
ま
す
よ
う
応
援
し
ま
す
。

三
浦
義
之
さ
ん

（
和
木
町
在
住
）
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●
展
示
会

場
　
所
▼
和
木
美
術
館

■
11
月
４
日
㈭
〜
７
日
㈰　

10
時
〜
17
時

　

・
機
械
編
み

　

・
和
木
の
里　

愛
石
会

■
11
月
11
日
㈭
〜
14
日
㈰　

10
時
〜
17
時

　

・
翠
洋
書
道

　

・
明
水
書
道

　

・
や
き
も
の
フ
レ
ン
ド

●
芸
能
祭

日
　
時
▼
11
月
７
日
㈰

　
　
　
　

式　

典　

12
時
30
分
〜　

　
　
　
　

芸
能
祭　

13
時
〜

場
　
所
▼
文
化
会
館

出
演
団
体
（
出
演
順
）

　

○
大
正
琴
（
琴
伝
流
）

　

○
童
謡
・
唱
歌
を
歌
う
会「
赤
と
ん
ぼ
」

　

○
民
謡
か
お
り
会

　

○
ナ
ニ
・
モ
ハ
ラ

　

○
日
本
舞
踊

　

○
四
境
太
鼓

　

○
民
踊
す
み
れ
会

　

○
社
交
ダ
ン
ス
（
金
曜
会
）

　

○
関
ヶ
浜
分
館
民
踊
ひ
ま
わ
り

　

○
レ
イ
フ
ラ
ワ
ー
和
木

　

○
和
木
ル
ン
ル
ン
ク
ラ
ブ

　

○
不
二
心
流
吟
道
会

　

○
尺
八

　

○
和
木
紅
鴉

　

○
和
木
マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

　

○
和
木
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
教
室

　

○
和
木
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会

問
合
せ
▼
文
化
協
会
（
☎
52
ー
２
１
９
１
）

第
7
回
赤
い
羽
根
チ
ャ
リ
テ
ィ

ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者
募
集

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

銃
剣
道
競
技
山
口
県
大
会

2
0
1
0  

和
木
町
文
化
祭

後
期
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
受
講
生
募
集

日
　
時
▼
12
月
12
日
㈰　

９
時
〜
開
会
式

場
　
所
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

試
合
方
法
▼
リ
ー
グ
戦
ま
た
は
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
戦

種
　
目
▼

◆
男
子　

Ａ
級
複　

Ｂ
級
複　

Ｃ
級
複

◆
女
子　

Ａ
級
複　

Ｂ
級
複　

Ｃ
級
複

参
加
料
▼
一
般　

１
，
０
０
０
円
／
人

　
　
　
　

高
校
生　
　

８
０
０
円
／
人

　
　
　
　

中
学
生　
　

５
０
０
円
／
人

申
込
期
限
▼
11
月
26
日
㈮

申
込
み
・
問
合
せ
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
ー
２
８
１
１
）

期
　
間
▼
12
月
４
日
〜
２
月
25
日

毎
週
土
曜
日　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
　
所
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

対
象
者
▼
小
学
３
年
生
以
上

※
中
学
生
以
下
は
、
保
護
者
の
同
意
が
必
要

定
　
員
▼
20
名

参
加
費
▼
高
校
生
・
一
般　

３
，
５
０
０
円

　
　
　
　

中
学
生
以
下　
　

２
，
０
０
０
円

申
込
期
限
▼
11
月
26
日
㈮

※
申
込
時
に
参
加
料
を
お
支
払
い
く
だ
さ

い
。

申
込
み
・
問
合
せ
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
ー
２
８
１
１
）

日
　
時
▼
11
月
24
日
㈬　

８
時
40
分
〜

場
　
所
▼
和
木
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

プ
レ
ー
費
▼（
セ
ル
フ
）　

９
，
４
２
８
円

　
　
　
　
　
（
パ
ル
付
）
１
３
，
１
０
２
円

　
　
　
　
　
（
昼
食
１
品
・
カ
ー
ト
付
）

※
国
体
協
力
金
30
円
を
含
み
ま
す
。

※
和
木
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
会
員
は
、
メ
ン
バ
ー

料
金
に
な
り
ま
す
。

参
加
費
▼
大
会
＋
忘
年
会　

４
，
０
０
０
円

　
　
　
　

大
会
の
み　
　
　

２
，
０
０
０
円

　
　
　
　

忘
年
会
の
み　
　

２
，
０
０
０
円

※
参
加
費
は
、
当
日
フ
ロ
ン
ト
で
プ
レ
ー
費

と
併
せ
て
徴
収
い
た
し
ま
す
。

※
忘
年
会
は
、
町
内
で
行
い
ま
す
。

申
込
期
限
▼
11
月
15
日
㈪

※
先
着
40
名

申
込
み
・
問
合
せ
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
ー
２
８
１
１
）

（　

52
ー
９
１
４
９
）

日
　
時
▼
11
月
7
日
㈰

　
　
　
　

8
時
30
分
〜

場
　
所
▼
中
学
校
体
育
館

●
第
10
回
エ
ネ
ル
ギ
ア
旗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
大
会

期
　
日
▼
９
月
12
日

場
　
所
▼
横
山
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド

結
　
果
▼
優
勝

●
第
30
回
和
木
町
近
郊
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
大
会

期
　
日
▼
９
月
20
日

場
　
所
▼
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

結
　
果
▼
優
勝

●
第
24
回
岩
国
リ
ー
グ
会
長
旗
兼
横
山
・
川

　
西
子
供
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

期
　
日
▼
９
月
23
日

場
　
所
▼
横
山
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド

結
　
果
▼
優
勝

●
第
34
回
宮
島
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

期
　
日
▼
10
月
３
日

場
　
所
▼
宮
島
小
中
学
校

結
　
果
▼
優
勝

第
　
回
和
木
町
親
睦

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
参
加
者
募
集

14 イ
ベ
ン
ト
・
ス
ポ
ー
ツ

優勝おめでとう！

※各展示とも最終日（日）は 16 時までです。
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申込期限：１１月１９日㈮

一般男子（高校生～３９歳）
一般女子（高校生～３９歳）  
４０歳代男子（４０歳～49歳） 
５０歳代男子（５０歳～59歳） 
６０歳以上男子    
壮年女子（４０歳以上）
一般男子（高校生～３９歳） 
一般女子（高校生～３９歳）  
４０歳代男子（４０歳～４９歳）
５０歳代男子（５０歳～５９歳）
６０歳以上男子    
壮年女子（４０歳以上）   
中学生男子
中学生女子
小学６→５年男子
小学４→３年男子
小学６・５→４・３年女子
小学２・１年男子・女子

種　　　目 距  離

10㎞

5㎞

5㎞
3㎞

2.2 ㎞

1.5 ㎞

スタート

11：05

10：30

10：30
10：40
11：45
12：05
12：30
11：20

備　　　考

制限時間　　8０分

制限時間　　5０分

個人戦のみの出場は可
団体戦は上位５名のトータル
団体戦のみの出場は不可
※小学生６～３年生は、時差
スタート
1・2年生は個人戦のみ

参加料

3,000円

1,000円

申込み・問合せ　体育センター（☎５２－２８１１）

※年齢は大会当日

蜂ヶ峯クロスカントリー大会蜂ヶ峯クロスカントリー大会第１３回

日　時　平成２３年１月１０日（成人の日）

会　場　和木ゴルフ倶楽部
　　　　蜂ヶ峯総合公園

◇開会式　　１０時
◇スタート　１０時３０分

申込期限：１１月１９日㈮

応募できる方　中学生以上
募集人数　約２００名
内　　容　受付、コース誘導
　　　　　スタート・ゴール選手整理等
日　　時　平成23年1月10日
　　　　　８時～15時
申 込 み　体育センター備付の申込用紙による
申込期限　11月19日（金）



寄
付
・
寄
贈

今月の納税

　町税などの納税は便利な口座振替をご利用
ください。
問合せ ▼税務課（

　

次
の
方
々
よ
り
社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
香
典
返
し

藤
中　

智
弘
さ
ん
（
和
木
地
区
）

望
月　

正
彦
さ
ん
（
瀬
田
地
区
）

秋
﨑　

義
生
さ
ん
（
岩
国
市
）

●
見
舞
い
返
し

松
本　

和
孝
さ
ん
（
和
木
地
区
）

●
お
祝
い
返
し

髙
倉　

武
さ
ん　

（
和
木
地
区
）

●
一
般
寄
付

匿　

名

和
木
俳
句
教
室
句
会

和

木

短

歌

会

寝
苦
し
き
夜
半
に
聞
こ
ゆ
る
虫
の
音
は

　

初
秋
の
た
よ
り
告
げ
き
し
気
配

蟬
し
ぐ
れ
淋
し
く
な
り
し
秋
彼
岸

　

異
常
気
象
の
猛
暑
日
続
く

こ
の
猛
暑
庭
の
キ
リ
シ
マ
み
な
枯
れ
し

　

自
然
の
力
に
な
す
す
べ
も
な
し

蟬
の
声
悲
鳴
に
聞
こ
ゆ
こ
の
暑
さ

　

悲
喜
こ
も
ご
も
の
夏
は
去
り
ゆ
く

み
ご
と
な
る
神
楽
た
の
し
き
敬
老
会

　

明
る
く
生
き
む
ふ
る
里
和
木
に

す
す
め
ら
る
地
酒
ひ
と
く
ち
菊
日
和

船
繋
ぐ
太
き
鉄
鎖
や
秋
の
蝶

鰡
飛
ぶ
や
川
に
潮
の
香
満
ち
来
た
る

走
り
穂
の
風
に
う
ず
ま
く
大
棚
田

供
華
を
摘
む
朝
日
の
庭
に
小
鳥
来
る

山
里
の
東
司
借
り
れ
ば
虫
の
声

越
智　

幸
子

小
川　

誉
子

灰
岡
美
穂
子

平
岡　

菊
江

山
重　

杵
子

与
三
本
愛
子

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

■
経
年
劣
化
し
て
い
る
電
化
製
品
は

危
険
で
す

・
永
久
に
使
用
で
き
る
電
化
製
品
は

あ
り
ま
せ
ん
。
欠
陥
商
品
で
な
く
て

も
、
長
く
使
用
し
て
い
る
う
ち
に
、

部
品
が
劣
化
し
て
事
故
が
起
こ
る
可

能
性
が
あ
り
、
大
変
に
危
険
で
す
。

ま
た
30
年
使
用
で
き
た
と
い
う
こ
と

は
欠
陥
商
品
で
は
な
い
の
で
、
無
償

修
理
や
交
換
を
求
め
る
こ
と
は
困
難

で
す
。

■
製
品
安
全
・
事
故
情
報
を
知
る
に

は
？

経
済
産
業
省

　

製
品
評
価
技
術
基
盤
機
構

　

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

【
相
　
談
】

　

30
年
以
上
前
に
買
っ
た
扇
風
機

を
、
大
事
に
使
っ
て
き
た
。
と
こ
ろ

が
、
メ
ー
カ
ー
が
、
発
火
の
お
そ
れ

が
あ
る
か
ら
、
こ
の
扇
風
機
の
使
用

を
中
止
す
る
よ
う
に
と
社
告
を
出
し

た
。
ま
だ
十
分
に
使
え
る
の
に
、
勝

手
に
使
用
を
中
止
さ
せ
る
な
ん
て
一

方
的
だ
。
欠
陥
商
品
な
ら
、
無
償
修

理
か
交
換
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

上下水道使用料………………………９・10月分

町営住宅使用料………………………11月分

国民健康保険料………………………５期分

介護保険料……………………………５期分

後期高齢者医療保険料………………５期分

消費者生活相談

だより

消費者生活相談

だより Vol. 65

問
合
せ
▼

企
画
総
務
課
（
☎
52
ー
２
１
３
６
）

く
ら
し
の
安
心
推
進
員

空　
　

静
子
（
☎
52
ー
２
０
８
４
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
８
３
ー
９
２
４
ー
２
４
２
１
）

（
10
月
句
会
）

大
野　

千
尋

嘉
屋　

笑
子

広
宇
次
信
子

正
中
ツ
ヤ
子

森
本　

初
子

（
http://www.m

eti.go.jp/product_
　
　
　
　
　
　
　
safety/index.htm

l）

（
http://w

w
w
.nite.go.jp）

（
http://w

w
w
.kokusen.go.jp）

（独）（独）

と
う  

す
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　収集されたごみは、和木町クリーンセンターで、
アルミ缶、スチール缶、金属類、不燃物の４種類に
分別します。缶類は、圧縮を行い、金属類とともに、
近隣の金属取扱業者に売却し、その後リサイクルさ
れます。不燃物は、島根県松江市の三光（株）江島
工場に運ばれ、機械により、破砕分別後にＲＤＦ（固
形燃料）などにリサイクルされています。

　金属・不燃ごみと同様に、和木町
クリーンセンターで分別を行い、そ

れぞれの専門業者に
引き渡してリサイク
ルしています。

　今年も残すところ2ヵ月となりました。年末にかけて大量のごみが出る時期です。

特に粗大ごみは、月1回の収集ですので、出せるものは、早めに出すようにしましょう！また、「直接個人搬

入」は、役場窓口が開いている日にしか搬入できませんので、お間違いのないようにお願いいたします。

　■粗大ごみ戸別収集の申込方法■
１．出したい物がきまりましたら役場に電話で申し込んでください。

　（役場開庁日の８時30分から17時15分まで。ただし、収集日の前日は、16時まで）

２．申込時に、名前・住所・電話番号・品物名・出す場所をお伺いし、役場から、受付番号を申し上げます。

（収集券に記入）

３．手数料分の収集券を貼り、朝、８時30分までに申し込み時の場所に出してください。

　■直接個人搬入の方法■
１．搬入できるごみは、「金属・不燃ごみ」及び「粗大ごみ」となっております。

２．搬入したいごみを車に積んで役場窓口まで来てください。受付時間は、役場開庁日の８時30分から16

時までです。

３．持ち込まれたごみを確認させていただきます。持ち込みができないごみがある場合は、その場でお断りい

たします。

４．指定の手数料をお支払いいただきますと、許可証をお渡ししますので「和木町クリーンセンター」へ持っ

て行っていただきます。

５．和木町クリーンセンターでは、管理者の指示に従ってごみを下してください。

※詳しくは、住民サービス課（☎52−2194）または「和木町家庭ごみ収集カレンダー」でご確認ください。

　町内では、空き缶や弁当ガラなどのポイ捨てや家電廃棄物などの不法投棄が後を絶ちません。町民と
行政が協働で地域を監視し、不法投棄を撲滅しましょう。

　■不法投棄をみかけたら、役場等に通報してください！■
◆役場（住民サービス課）（☎52－2194）
◆不法投棄ホットライン（岩国環境保健所）（　　0120－538－710）

　■不法投棄の通報内容■
◆不法投棄（発生・発見）日時、場所、廃棄物の種類などの状況
◆不法投棄者・車両等に関する情報など

※不法投棄者に対しては、岩国警察署等と協力して対応いたします。また、通報者に関する情報につき
ましては、秘密を厳守いたします。

金属・不燃ごみ金属・不燃ごみ金属・不燃ごみ 粗大ごみ粗大ごみ粗大ごみ
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